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よどんだ) S に生きる 

渡辺明子 (東京.20歳) 

私がつげ義春の作品を意識しはじめ 
て以来、彼の怍品を読みながらある種 
の霊感を感じるのだ。いわゆる「ゾク 
ゾ.クつとする」という ^)'つだ。そ1は 
『ガロ』の他の作品群が、極端に情況 
というものを敏感に反映して、毒々し 
いまでの鮮やかな魅力を持っているの 
に対し' 氏の作品の主人公によくみら 
れる「淡々 と生きる」 ことに何か魅か 
れるものがあるからかも知れない。ど 
もすれば、頹廃のため息でかき消され 
てしまいかねないひとこまひとこまに 
人間である証提の血をにじませながら 
生きる人々。その燃える情炎を感じな 
がらも、それでもなお•けだるい夏の午 
後のようなアンニユィは、生きること 
をも否定しているかのようだ。 

しかし、つげ義春の作品中には、醜 
いことも、悪いことも、すべてひつく 
るめた意味での人間が生きている。お 
よそ、私達の体験を超越しているかの 
よう‘にみえるが、それはいかにも、日 
本人の息を感じさせる土着性の上にな 
りたっている。「チ—コ」「運命」「古本と 
少女」などに示された人間の出あう偶 
然、運命の流れという暗黙の定めに、 
〇.ヘンリーの短篇を思い起こす。 

作品の主人公は皆んな孤独なのに、 
誰も涙いってきこぼさない。行きずり 
の人間同志の素朴な情感を描き続ける 
うち、この広大な地上にかくも多くの 
孤独が漂泊しているということなのか 
? それとも孤独などというものは、 
理想を追い求めながらも、かくもブラ 
クチカルでみじめにし/か生きることの 
でさない私達の幻想でしかないのか？ 
そうした混沌の中で、文明を正当化し 
てひとつのパターンをつくりあげ、抒 


情をその中に押しこめてしまぅ私達の 
前で、作品の主人公達は時をへだてた 
ヵビ臭い人間でしかない。 

が、それは、リアリズムに徹して生 
きる私達がすでに人つていけない、一 
種の.ワンダーランドに彼らが存在して， 
いるからか？ それでもなお、私達は 
彼らを「抒情」という、単純でブリミ 
テイブな次元にまでひきずりおろし、 
必死の挑戦を試みるのである"よどん 


だ沼に生きることを.余儀な <- された魚 
は、自らの創りあげた理論に従って生 
きるしかないのだ。 

つげ、淹田バンザィ 

橋本知代11一(神 一户) 

小生、つげ義春の，フアンなリ。この 
度、彼の作品集が出されるとのこと、 
嬉しい次第なり。しかしながら、最近、 


彼の作品が『ガロ』の誌上に見られな 
く、なんとも寂しいことである。 

とにかく、彼に一言。年に一作でも 
いい、本当にいい作品を画いて下さい。 
粗製濫造などはもってのほか、読者は 
早く、早くおめにかかりたいのをガマ 
ンしいしい、その'一作を待つています。 

.このあいだ Q 「滝田ゆう特集号」面 
白く拝見させていただきました。未発 
表の書き下しのものに面白くないもの 
があったのは、 
どういうわけ 
でしょうか。 

それはとも 
かく、今、連 
載中の「寺島 
町奇譚」毎回 
楽しみにして 
います。淹田 
氏の、「しずく」 

「ラララの亦心 
人」等は' つ 
げ氏の「紅い 
キ花」「ゲンセ 
ンカン、王人」 

「もっきり屋 

佐の少女」等に 
• 負けないもの 
ソ と思います。 

力いずれ滝田氏 

の作品集も発 
刊されるので 
はと期待しているのですが、いかがで 
しょうか。 

先'{ I どから一人で酒を飲んでいたと 
ころです。つげ義春バンザィ、滝田ゆ 
うバンザィ、水木しげるバンザィ、青 
林堂バンザイ。 

"夕—マ、タマタマタマ々 
遠藤賢司(東京) 

滝田ゆう様あなたの描く猫がと•て 


も好きでたまらない。 

あなたの描く猫は本物ですね。これ 
は本当に猫が好きじやないと書けない" 
何年間も猫と暮した人じやなくちや書 
けないもの。あなたの猫"タマ"の顔 
をみているだけで、いいなあいいなあ 
と思います.。 ft も猫が好き。僕の猫も 
あなたのと词じ名、三毛猫の，，タマ％ 
十二年間も家族の一員として生活し. 
てたが、私生児の"コロ"を産んで、 
家族の愛情がその//コロ，に移る(:従 
って、怒り、嫉妬に狂い、ついにどっ 
かへ行っちやったのです。まるで人間 
みたいです。今後悔してます。あの時 
なぐらずに済まし、弁当を毎日残して 
あげればよかったなと。ほんとに好き 
だったのです t ジーンと何かを*タマ" 
は僕に残して行ったのです。だからと 
っても悲しべなるのです。 

あなたの"タマ V も同じでしよう。 
土足で縁側から畳に人ってしかられて、 
毛むくじやらの足に笑いながら寄りそ 
っては蹴られた"タマ"は、頭に来て 
障子を破り、.キョシ君すなわちあなた 

の「夕—マ タマタマタマ、夕—マ、 

タマタマタマ」と呼ぶ声にも一瞥する 
と、どぶに入リ、小さな足跡をつける 
のです。その通りなんですよね。猫っ 
ていうのは。そしてこの時のあなたが 
僕で、あなたの、タマ"が僕の"タマ， 
なのですよね。昔こんな臭いをたくさ 
ん嗅いだはずなのです。 

ど.ふの臭いのようなそんなも.のです。 
絶対あったはずです。ベン：シャーン 
の絵のようです。あなたは絵の中でじ 
っと何.かをみてるのです。皮膚で感じ 
るあなたの克明な線。大中小の雑音。 
見えない雑音。でもあなたにとっては、 
雑音じやないのです。勿論僕にとって 
も。言葉は少ないけど、解かるんです。 
感じで、ほんとに臭ってくるんです。 
ほんとはこんな文なんか書きたくない 
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し' 何を書いていいかはっきりしない 
のです。ただ 感じる ものは 感じるし、 
いいものはいいのです。あなたの嫌い 
な？〇〇〇〇の句いとべーゴマやパア 
の音と" il 東綺譚"の四畳半の臭いが、 
皮膚と皮膚の幻い がしてならない ので 
す。 そしてなによりも、 尾の先っちよ 
が黒く'右耳の辺りが黒い、"タマ" 

が好きです。笑ったり、あくびをした 
り、 じつと みつめた〇、眠ったりする 
あなたの描く本物の猫が、たまらなく 
好きです。 

独善的エゴイズムの提起 

菅野茂 (神奈川.20歳) 

『ガロ』に掲載される作品及び作家 
についての私見と問題提起。とくに、 
インテリ(知性の働きでもって物事を 
理解して しまぅ) タイプの作家のもつ 
特徴と作品について。：. 

彼には、何よりもまず最初に、知性 
の働きで理解して得た主題がある。彼 
は、 ど、ひしたら その主題を最も良く表 
現した作品ができるか、といぅことに 
神経を集中している"最良の表現方法 
を求めるあま^ r に、ストーリーの展開、 
構成、構図、ヵット、コマの使い方な 
ど 技巧に関することが、彼の頭の中を 
占拠してしまつている C とぼくには思 
える)。そして、当然の帰結として生 
み出されるものは、目的意識性に貫か 
れ、，手段化されて しまった 作品。それ 
と裏腹なものとしてある啓蒙(主義) 
的な発想法。 

ぼくほ、 インテリ 作家に対して否定 
的です。彼の作為と意識性が見ぇすい 
ています。知性の働きで得たものは、 
なんにもならないと思います。それは、 
知性ある人は、言葉で論理を展開する 

(.される) と、それが成り立つ度合が 
自分の中にない.のに、理解してしまう 


という 情況があるからです。 

「読者サロン」に登場する人たちの 
発言につい■ても一言。 

ぼくは、言葉を論理的に振り回す人 
に対して否定的です。現在' 言葉はそ 
の内実を失っています。言葉は単なる 
記号でしかないのです。言葉で論理を 
謳歌す ることは 無意味です。しかし、 
その無意味なものが意味を有する こと 
ができる情況が存在しているのが現代 
です。 

もっともらしく論理だてて言葉(絵) 
を羅列した発言(漫画)はいやらし い。 
しかし、それょりも問題となるのは、 
その発言(漫画)をもっともらしく読 
んで、その人の頭の中でその人なりに 
それを消化してしまう情況です。ぼく 
はこの二つのもっともらしさ(発言者 
=漫画家のそ^ I と読者のそれ)にこだ 
わりたい。この二つのそれが両立した 
とき、コミユニケーショ ンが生じる。 

だが、それは、幻影(暗黙のうちに了 
解されている土台の上に成りたった虚 
像)でしかないのです。 

ぼくは、言葉に ょる コミュニケ ーシ 
ョンについて否定的です。現在、ぼく 

(たち)/は、コミ.ユニケ-•すべきた 

めの「言葉」をもっているのか、とい 
う問いに答えられないのです。 

林静一、佐々木マキ氏が試みている 
(とぼくには思われる)《発言者(作 
者)の非 もっ.ともらし さ、読者の非 も 
っともら I さ、この二つが両立した と 
き生じるものの可能性》は何か。 

「カムイ伝」について 

大木独活(福岡. 18 歳) 

「ヵムィ伝」は、三部作で、現在は、 
一部を連載しているそうである。私は、 
数年前、テレビで、青林堂の社長さん 
が、言われた ように 記憶しているので 
あるが'「カムイ伝」は、後に、昭和 


まで続く物語だと.かいうことです。 

白土氏は' 「影丸伝」の後記に「残 
念なのは、この時代がどのようなもの 
で、いかに人びとは戦い、どのように 
この時代をおし進めてきたかをかき表 
わせなかつたことで ある。」 と、書いて 
おられた。氏は、また「カムイ 伝」 の 
始まる前に、■『ガロ』誌上で「影丸伝 
が終わって、すぐにでも次の長編にと 
りかかりたかった。だが、•おもわぬ時 
がすぎてしまつた。あれ.やこれやと本 
などを読み完全武装をこころみたがや 
める 二と にした。馬鹿は馬鹿なりにそ 
こから出発すべきだということに気が 
ついたからだ。」とも、書いてお^ , れた。 
「カムイ伝」の構想は、「影丸伝」をか 
く前からあっ’たそうだが、「影丸伝」 
からおよそ二年間を経て始まつた。 

昨年の度重なる休載の後、「カムイ 
伝」には、制作スタッフとして、小山 
春夫氏と白土氏の弟、岡本鉄二氏介名 
前がのせられるよう仁なった。また、 
私の知る限りでは、氏は現在、「カム 
イ伝」の他には、何も執筆しておられ 
ない。これらの事から思われることは、 
氏は、今、「カムイ伝」のみに全力を 
投人されているのではなかろうか、と 
いう ことである。 氏自身もういやにな 
っているのではないだろうか等の意見 
は、私にとって、非常に気に人らない a 
まだ「カムイ伝」のゴ—ルは、見えて 
ないはずのものなのだから。 

次に少々不満に思うことは、昨年の 
十一月号に掲載された、池上遼一氏の 
作品、「すばらしき時代」のことであ 
る。この作品は、すでに、単行本と し 
て私達の目にはいっていたのである。 
それが五年も十年も前の作品ならばい 
いか もしれ ないが、この場合、発行さ 
れて日も浅い こと だし、『ガ ロ』にと 
りあげる価値は、多分に失われている 
ものと 見てもよかつたであろう。 


マンガに関する 
参考文献案内 

•歌謡曲の無名の気分—林静 I 
「花の詩」にふれて 深山美里 

『眼光戦線』蠃5 

❿マンガに真実をもとめて永 

島«二 石子順『わかもの』4 
月号 

•グル—プパヮ I 漫画家集団 

「ガ ロ」寺山修司『週刊朝日』 

4 月 18 日 号 

• ノンセクトこ フジカル•マン 

ガ論 安岡明夫『週刊読書人』 

4月21日 号 

•幻惑の土地の向ぅに—淹田ゆ 
ぅ「寺島町奇 W J 論 金井美恵 
子『新潮』5月号 
•漫画賞と批評の貧困 石子順 
造『週刊読書人』4月 28 日号 
•わが道をゆく靑林堂 「ほる 
ぷ新聞」4月5日号 
•いま大学生が読んでいる本 
「ガ ロ」 と 「COM J 岩崎呉 
夫「ほるぶ」3 月 号 


一234 



